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第２次府中市学校施設
改築・長寿命化改修計画（概要版）



地域に求められる役割３

概要版
4P

学校施設の整備の進め方５

概要版
6P

本市の老朽化対策２

概要版
3P

全体整備方針４

概要版
5P

諸室の整備方針の見直し６

概要版
7P

整備スケジュール・
総事業費の見直し

７

概要版
8P

将来の児童・生徒数の
増減への対応

１

概要版
2P

本概要版の構成

改定の背景・目的 計画
2～6P

令和７年１月策定

第２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画

多くの学校で、最も古い校舎の築年数が５０年を超えており、老朽化対策を進めていく段階で、
ほとんどの学校で築年数が６０年を超えることが見込まれます。
第一期改築実施校である府中第八小学校、府中第一中学校から継続的に老朽化対策の推進に努

めてきましたが、建設費の高騰に加え、防災や環境面など、新たな学校に求められる役割や機能
に応じた整備が必要となったことから、より良い教育環境の整備を目的とした適正規模・適正配
置に対応するために、『第２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画』を策定します。
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学校施設を取り巻く環境の変化に対応します
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●「改築」と「長寿命化」を組み合わせた老朽化対策

●改築は築６０年から６５年を目安とし、改築までに築６５年

を超過する学校は劣化状況に応じて長寿命化対策を実施

●学校施設全体の整備を令和３７年度までに完了する予定とし、

社会情勢の変化等を鑑みて定期的に計画の見直しを実施

全体方針
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【５歳から１４歳の将来人口推計】

【小学校の児童数推計】

現状

●将来的に５歳～１４歳までの
人口は緩やかに減少する見込
みのため、児童・生徒数も緩
やかな減少傾向にあります

●学校間の児童・生徒数の差が
拡大しており、大規模化して
いる学校がある一方、小規模
化している学校があります

【中学校の生徒数推計】

対応

●複数の学校をグループとして捉え、学校の統合や通学区域の見直し
を含めた学校規模や配置の適正化を図る改築を行います

●適正規模・適正配置の考え方を整理した上で、大規模化や小規模化
が進んだ場合に、公立学校としての性質を鑑み、学校規模の適正
化を図ることにより、できる限り公平な教育環境を整えます

●将来的な児童・生徒数の増減に対して、柔軟に対応できる学校施設
の整備を行います

将来の児童・生徒数の増減への対応1
計画
16～26P
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色・線種凡例

東京都区・市・府中市平均との比較

区平均 市平均

613人434人 479人

府中市
平均

東京都区・市・府中市平均との比較

543人370人 425人
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令和4年度生徒数

令和16年度生徒数

色・線種凡例

本市の老朽化対策 計画
50～57P

●老朽化対策の優先度が高かったグループの学校は、できる限り築65
年を超過することがないよう改築に着手します

●先行して改築事業を行う学校以外のグループは、劣化状況調査及び
適切な長寿命化対策を実施し、改築まで耐用年数を延伸します※

●老朽化対策調査の結果及び学校施設の築年数に基づき、学校ごとの
老朽化対策の視点から優先度によるグループ分けを行います

●さらには統合検討校や次期改築実施校を分類します

整備済み
三小・六小・八小・十小・一中・三中・五中小学校４校

中学校３校

第１グループ 四小・五小・七小・九小・武蔵台小・矢崎小・二中・六中
小学校６校
中学校２校

第２グループ

小学校１２校
中学校６校

一小・二小・住吉小・新町小・本宿小・白糸台小・
若松小・小柳小・南白糸台小・四谷小・南町小・日新小
四中・七中・八中・九中・十中・浅間中

※：改築までに築６５年を超えると想定される学校は、躯体の長寿命化対策を実施し、改築実施時期まで
              耐用年数を延伸するよう進めます

【改築中心のイメージ】

老朽化対策の手法について

《次期改築実施校：五小・九小》

《統合検討校：七小・武蔵台小》

《統合検討校：七中・十中》

方針

【長寿命化改修のイメージ】
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建物の水準

竣工

経年による
機能・性能の劣化

改築

70～80年間

予防改修
（現状回復等）

・屋上防水層の全面改修
・外壁改修
・その他長寿命化に資する工事
（く体のひび割れ、脆弱部分の
補修、ライフラインの更新等）

長寿命化対策
（現状回復・延命措置）

・コンクリートの中性化対策
・鉄筋の腐食対策
・屋上防水層の全面改修
・外壁改修
・その他長寿命化に資する工事
（く体のひび割れ、脆弱部分の
補修、ライフラインの更新等）

予防改修
（現状回復等）

・屋上防水層の全面改修
・外壁改修
・その他長寿命化に資する工事
（く体のひび割れ、脆弱部分の
補修、ライフラインの更新等）

改築費

20 40 60 80

予防改修
（予防保全的な改修）

予防改修
（予防保全的な改修）

長寿命化対策費
（延命措置）

建物の水準

竣工

経年による
機能・性能の劣化

改築

55～65年間

改築費

60～65

老朽改修
（事後保全的な改修）

老朽改修
（事後保全的な改修）
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